
墨 田 区（報道） 

～ 新聞紙が紡ぐ新たなつながり ～ 

新聞紙を使ったエコバッグづくり 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

《画像》①作成しているデイサービス利用者の皆さん ②新聞紙エコバッグ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《概要》CO-CI プロジェクト（HP より）https://co-ciproject.plusinc.jp/ 

 デイサービスの利用者が手指を動かし、工夫して新聞紙エコバッグを作成することによる、「脳の活

性化」や、お店など、地域とのかかわりにより生まれる「社会参加」、またそれによる存在意義を示す

ことができるプロジェクト。利用者が楽しく生き生きと取組める作業を提供することで、デイサービス

利用率やその満足度の向上を図る。 
  
 
《問合せ》墨田区社会福祉事業団 すみだ福祉保健センター ℡ 03-5608-3712 

※ お問い合わせは午後５時までにお願いします。（広報広聴担当 ℡ 03-5608-6220） 

                  令和７年 11 月 21 日 松浦 

区では、高齢者と子どもたち、そして地域をつなぐユニークな取組が広がっています。 
すみだ福祉保健センターデイサービスが 8 月から開始している「新聞紙エコバッグ」活動は、CO-CI

（コーシー）プロジェクトから構想を得た活動です。 
CO-CI プロジェクトは、古新聞を使ったエコバッグ作成等、環境に配慮し地域の方から喜ばれるモノ

づくりを通して、高齢者の社会参加の機会をつくることを目的にした活動です。昨年 4 月から活動を開
始し、全国のデイサービスを中心に活動が広がっています。 

区では、デイサービス利用者が主体となって古新聞からエコバッグを作成し、9 月 24 日からひきふね
図書館に設置を開始。図書館との協力関係により、エコバッグの設置場所と古新聞の提供を受けて利用者
自ら作成から配布まで行っており、これまでに150 個以上が地域住民に届けられました。 

特筆すべきは、地元の保育園との多世代交流です。園児たちがバッグに塗り絵を施すなど、高齢者と子
どもたちの協働作業が生まれています。「利用者同士のコミュニケーションが活発になった」「利用者が地
域の方にエコバッグを配布するときに生き生きとした表情をしている」と職員は活動の効果を実感して
います。 

エコバッグの制作にあたっては、「作業が難しくても、自分にできることをみんなと協力して作り上げ
ていくのはとても楽しい。」という喜びの声が利用者からも上がっています。 

このエコバッグは現在、すみだ福祉保健センター（向島3-36-7）やひきふね図書館（京島1-36-5）で
配布しており、今後も、デイサービス利用者の皆さん自身で補充に行ける範囲で配布個所を増やし、高齢
者が地域社会と直接つながる機会を創出していく予定です。人と人、世代と世代をつなぐこの取り組み
は、墨田区の新たなコミュニティモデルとして発展しています。 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

https://co-ciproject.plusinc.jp/

